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研究代表者の専門分野：オントロジー工学 

科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 

キーワード：オントロジー、知識の構造化、知識管理、視点管理、多次元的構造化、ロール概念 

１．研究計画の概要 

知識の構造化の基盤技術としてオントロジ

ーを有効利用するために，「オントロジーを

利用したシステム開発のコストを削減」，「オ

ントロジー工学における一般性の高い知識の

体系化と，専門分野に固有な視点による知識

の捉え方の両立」という２つの問題の解決が

必要とされている． 

 本研究ではこれらの問題の解決に向けて， 

・オントロジーに基づいた知識の構造化シス

テムの開発を低コストで容易に行えるソフ

トウェアモジュール群の提供 

・領域の専門家の必要に応じた複数の視点か

ら知識を構造化する手法の実現 

を目指した『オントロジー工学に基づく多次

元的構造化アプリケーション開発プラットフ

ォーム』の開発を目的とする． 

２．研究の進捗状況 

(1) プラットフォームの基本設計 

研究代表者らが従来研究で開発したオント

ロジーを利用した知識管理システムの機能を

汎用化することで，プラットフォームの基本

設計を行った． 

(2) オントロジーに基づく知識の多次元的構

造化システムの試作 

 専門家の“視点”をオントロジーの理論的

側面から考察し，知識の多次元的構造化の基

本的な手法を開発した．本手法は，“ロール

概念を介した概念参照関係をトレースするこ

とによりオントロジーから知識構造を抽出す

る手法”および“専門家の視点を「起点とな

る一般概念」と「注目するロール概念」を多

次元的に組み合わせることで明示化し，その

視点に基づき抽出した知識を構造化する手

法”の２つからなる．さらに，これらの手法

を実現する知識の多次元的構造化システムの

プロトタイプを開発した． 

(3)知識の多次元的構造化システムの環境工

学領域への適用と評価 

 前項(2)で述べた知識の多次元的構造化シ

ステムを，バイオ燃料開発を中心とした環境

工学領域の知識の構造化に適用した．その効

果を環境分野の専門家を被験者とした評価実

験を通して確認した結果，「領域に依存した

知識をオントロジーとして一般化された形で

体系化し，本システムを用いて利用者の視点

に応じて多次元的に提示することで，入力時

に意識していなかった想定外の知識を気づか
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せるなど，領域知識の理解や発想を刺激する」

といった効果が確認された． 

(4)プラットフォームの洗練と公開 

 評価実験や専門家によるシステムの試用か

ら得られた知見をもとに，プラットフォーム

の洗練と公開準備を進めた．その一環として，

構造化された結果をWebブラウザ上で閲覧す

るWebサービスを開発した． 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

(理由) 

当初の研究目的として上げた『オントロジ

ー工学に基づく多次元的構造化アプリケーシ

ョン開発プラットフォーム』のプロトタイプ

の開発および評価を終え，最終目標であるプ

ラットフォームの公開に向けた準備が着実に

進んでいることから，おおむね順調に進展し

ていると言える． 

４．今後の研究の推進方策 

(1)プラットフォームの改良 

これまで実施したシステム評価により得ら

れた知見に基づいて，プラットフォームの改

良と洗練を実施する．具体的には，ユーザイ

ンタフェースの更なる改良と，目的に応じた

システムの利用指針の整備を行う． 

(2)知識の構造化システムの適用事例の拡大 

既に適用を試みた環境工学分野以外の領域

における知識の構造化に，本プラット-フォー

ムを適用して効果を確認する．具体的には，

医療またはバイオインフォマティクス分野 

への適用を計画している． 

(3)プラットフォームのWeb上での一般公開 

本プラットフォームおよび，それを用いた

試作した知識の構造化アプリケーションをホ

ームページ上で一般公開する．公開の形式は，

プラットフォームについてはJavaによるシス

テム開発用のライブラリ，知識の構造化アプ

リケーションについては，Webサービスとして

公開を予定している．  

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に 

は下線） 
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